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５ まち・ひと・しごと創生総合戦略の実施状況 

 （１）まち・ひと・しごとで設定した指標の達成状況 

本県においては，平成 22 年 10 月に策定した「ひろしま未来チャレンジビジョン」において，将来人

口が減少するとの推計の下，この人口減少問題を最も重要な課題と位置付け，「新たな経済成長」

「人づくり」「安心な暮らしづくり」「豊かな地域づくり」の４つの政策分野を相互に連関させて展開し，相

乗効果をもたらしながら好循環する流れを創り出してきた。 

こうした中，国において，人口減少と地域経済縮小という直面する課題に対応するため，平成 26

年 11 月に「まち・ひと・しごと創生法」が制定され，地方公共団体は，それぞれの実情に応じて地方

創生に関する施策についての基本的な計画を定めるよう努めることとされた。 

このため，本県においても，チャレンジビジョンで掲げる取組から，まち・ひと・しごと創生に係る施策

をまとめ，「目標」と「施策の方向」を定めた実施計画として，平成 27 年度から令和２年度を対象期

間に，「広島県まち・ひと・しごと創生総合戦略」を策定し，イノベーションを通じて強い経済をつくり，魅

力ある雇用を創出する「新たな経済成長」分野で「しごとの創生」を図るとともに，あらゆる分野での力

の源泉となる人材の育成，集積，そして，全ての県民が生き生きと活躍する環境を整える「人づくり」

分野で「ひとの創生」を図ってきた。 

同時に，暮らしに直結した生活基盤を支える「安心な暮らしづくり」と地域特性や資源を生かした

「豊かな地域づくり分野」で「まちの創生」を図り，「しごと」が「ひと」を呼び，「ひと」が「しごと」を呼び込

む好循環の確立と，その好循環を支える「まち」づくりに取り組んできた。 

 

取組の最終年度である令和２年度の指標について，各指標を設定した時点を基準とし，令和２年

度の目標値に対して，実績値（令和２年度の実績値が判明していない指標については直近の実績値）

がどれだけ近づけることができたのか，進捗率を算出したところ，目標値を達成した指標は全体の

33％，６割以上の進捗があった指標は全体の 51％となった。 

 

○ 目標に対する進捗状況 

 
                                 95(51%) 
※進捗率の算出方法  
・定量指標  進捗率（0～100%） ＝ （実績値－基準値）／（目標値－基準値） 
・定性指標  達成：100% or 未達成：0% 

 
 
 

 分野 指標数 100％ 
100％未満 

80％以上 

80％未満 

60％以上 

60％未満 

40％以上 

40％未満 

20％以上 

20％未満 

（0％は除く） 
０％ 

しごと 69 20(29%) 10(14%) ４(６%) ４(６%) ４(６%) ５(７%) 22(32%) 

ひと 51 20(39%) ３(６%) ７(14%) ３(６%) ４(８%) ４(８%) 10(20%) 

まち 66 22(33%) ２(３%) ７(11%) ５(８%) ６(９%) ３(５%) 21(32%) 

計 186 62(33%) 15(８%) 18(10%) 12（６%) 14(８%) 12(６%) 53(28%) 
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全ＫＰＩ数 (A) 
令和２年度 

達成指標数 (B) 

令和２年度 

未達成指標数 (C) 

令和２年度 

実績未確定指標数 (D)  

達成率  

(B/(B+C)) 

70 19 41 10 31.7％ 

※達成率：令和２年度の目標に対する単年度の達成状況 

（２）各分野の達成状況 

〇 「しごとの創生」 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 イノベーションを通じて魅力ある雇用を創出する 

 
 
 
 

 

 

 

 

 

 

※指標設定後，実績数値が確定していない指標１指標については除外 

 

 

 

 

 

 

 

成果指標・目標 
達成 

年次 
全体目標 

令和元年度 令和２年度 

までの実績 年度 目 標 実 績 達成状況 

就業率 R2 57.0％ 58.8% R 元 57.0% 59.１% 達成 

「就職」を理由とした

転出超過数 
R2 転入超過 

2,645 人 
(転出超過) 

R 元 転入超過 
2,281 人 

(転出超過) 
未達成 

全KPI数 100％ 
100％未満 

80％以上 

80％未満 

60％以上 

60％未満 

40％以上 

40％未満 

20％以上 

20％未満 

（0％は除く） 
０％ 

69 20 10 ４ ４ ４ ５ 22 

基本目標 

達成率 

施策体系 

しごとの創生 

（新たな経済成長） 

（１）産業イノベーション 

（２）農林水産業 

（３）観 光 

（４）交流・連携基盤 

進捗率 
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全ＫＰＩ数 (A) 
令和２年度 

達成指標数 (B) 

令和２年度 

未達成指標数 (C) 

令和２年度 

実績未確定指標数 (D)  

達成率  

(B/(B+C)) 

56 17 24 15 41.5％ 

※達成率：令和２年度の目標に対する単年度の達成状況 

〇 「ひとの創生」 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

            

 広島で「学ぶこと，働くこと，暮らすこと」の魅力を高め，広島への新しいひとの流れをつくる 

成果指標・目標 達成 
年次 

全体目標 
令和元年度 令和２年度 

までの実績 年度 目 標 実 績 進捗状況 

転出超過数 R2 転入超過 
1,170 人(転出超過) 

日本人 転出超過数 5,085 人 
外国人 転入超過数 3,915 人 

R 元 転入超過 
2,616 人(転出超過) 

日本人 転出超過数 2,595 人 
外国人 転出超過数   21 人 

未達成 

 

 「ファミリー・フレンドリーな広島県」を実現し，少子化に歯止めをかける 

成果指標・目標 達成 
年次 

全体目標 
令和元年度 

令和 2 
年度 

までの実績 年度 目 標 実 績 進捗状況 

若 い 世 代 （ 25 ～ 39
歳）の有配偶者率 R2 

女性 63.2％ 
男性 53.5％ 

女性 59.0％ 
男性 49.8％ H27 ― 

【R3.11 判明】 
（国勢調査） ― 

いつでも安心して子供
を預けて働くことが 
出来る環境が整って 
いると思う人の割合 

R2 70％ 

(就学前保育) 
55.6％ 

(学童保育) 
56.2％ 

R 元 70％ 

(保育) 
63.1％ 

(学童保育) 
60.1％ 

未達成 

  

 

 

 

 

 

 

 

※指標設定後，実績数値が確定していない指標５指標については除外 

 

 

 

 

全KPI数 100％ 
100％未満 

80％以上 

80％未満 

60％以上 

60％未満 

40％以上 

40％未満 

20％以上 

20％未満 

（0％は除く） 
０％ 

51 20 ３ ７ ３ ４ ４ 10 

基本目標 

施策体系 

ひとの創生 

（人づくり） 
（１）少子化対策 

（２）女性の活躍 

（３）働き方改革 

（４）人の集まりと定着 

（５）教 育 

（６）多様な主体の社会参画 

達成率 

進捗率 
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全ＫＰＩ数 (A) 
令和２年度 

達成指標数(B) 

令和２年度 

未達成指標数 (C) 

令和２年度 

実績未確定指標数 (D)  

達成率  

(B/(B+C)) 

69 19 29 21 39.6％ 

※達成率：令和２年度の目標に対する単年度の達成状況 

〇 「まちの創生」 

 

 

 

 

 

 

 

 

 都市と自然の近接ライフの魅力や地域特性，資源を生かして活力を創出する 

成果指標・目標 達成 
年次 

全体目標 
令和元年度 令和２年度 

までの実績 年度 目 標 実 績 進捗状況 

「都道府県魅力度ランキング」全国順位
（㈱ブランド総合研究所） R2 ８位以内 15 位  R 元 ８位以内 18 位 未達成 

瀬戸内７県の外国人延宿泊者数 R2 600 万人泊 440 万人泊 R 元 600 万人泊 61 万人泊 未達成 

広島県の外国人延宿泊者数 R2 205 万人泊 132 万人泊 R 元 205 万人泊 17 万人泊 未達成 

地域づくり活動をリードする人材の育成 R2 360 人 345 人 R 元 360 人 381 人 達成 

研究拠点形成の推進 R2 
平和の取組を
推進する事業
主体の整理 

核軍縮研究
国際ネットワ
ーク会議の
立ち上げ 

R 元 

平和の取組
を推進する
事業主体の

整理 

事業推進主
体「へいわ
創造機構 
ひろしま

（HOPe）」の
立ち上げ 

達成 

 安心して暮らすことができる生活基盤を確保する 

成果指標・目標 達成 
年次 

全体目標 
令和元年度 令和２年度 

までの実績 年度 目 標 実 績 進捗状況 

地域包括ケアシステム構築日
常生活圏域数（全 125 圏域に
おいて評価指標による評価が
基準を満たす圏域） 

R2 125 圏域 125 圏域 R 元 125 圏域 【R３.10 判明】 ― 

がん検診受診率 
（胃，肺，大腸，子宮，乳） 

R2 全て 45％ 
以上 

胃：41.3％ 
肺：45.9％ 

大腸：41.0％ 
子宮：43.6％ 
乳：43.9％ 

R 元 
全て 45％ 

以上 【次回調査 R4】 ― 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

※指標設定後，実績数値が確定していない指標３指標については除外 

 

全KPI数 100％ 
100％未満 

80％以上 

80％未満 

60％以上 

60％未満 

40％以上 

40％未満 

20％以上 

20％未満 

（0％は除く） 
０％ 

66 22 ２ ７ ５ ６ ３ 21 

施策体系 

基本目標 

まちの創生 

（１）魅力ある地域環境 

（２）瀬戸内 

（５）医療・介護 

（６）健康 

（豊かな地域づくり） 

（３）中山間地域 

（安心な暮らしづくり） 

（４）平和貢献 

達成率 

進捗率 
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（３）県人口の現状（2010～2020 年） 

平成 27 年の「ひろしま未来チャレンジビジョン」の改訂にあわせ，人口の将来展望を策定し，今後，

社会動態が均衡するなどの改善が図られたとしても，親となる世代が減少していくことから，今後数十

年間の人口減少は既に避けられない状況となることを示した。 

令和２年の現状値（国勢調査結果速報値）は，約 280.1 万人（2,801,388 人）となっており，人口

ビジョンにおける「試算１ 県民の希望が実現した場合（279.2 万人）」を上回った。 

人口ビジョンにおける人口の将来展望（人口ビジョン：平成 27 年 10 月策定）との比較 

  

 

 

 

○ 県人口の自然増減・社会増減の状況 

期 間 人口増減（Ａ） 自然増減（Ｂ） 社会増減 
（Ａ－Ｂ） 

平成 27 年～令和 ２年 ▲42,602 ▲46,193 3,591 

平成 22 年～平成 27 年 ▲16,760 ▲22,293 5,533 

（出所）人口増減：国勢調査（平成 22 年～平成 27 年確定値，平成 27 年～令和２年速報値），自然増減：県人口移動統計調査 

 
 
 
 

(年)  
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